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無聖　80号〈2〉

会長挨拶

「一味同心」〜新たな時代に向かって〜
第26期会長 清凉寺 副住職　神 作  紹 道

　
平
素
は
宮
城
県
曹
洞
宗
青
年
会
に
対
し
ま
し
て
、
会

員
の
皆
様
、
県
内
寺
院
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を

賜
り
、
謹
ん
で
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宮
曹
青
第
二
十
六
期
は
「
一
味
同
心
〜
新
た
な
時
代

に
向
か
っ
て
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
こ
れ
ま
で

五
十
年
の
歴
史
を
継
承
し
、
新
た
な
五
十
年
の
発
展
を

建
設
す
る
為
、
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

期
も
一
年
を
過
ぎ
ま
し
て
、
振
り
返
り
ま
す
と

○
宮
曹
青
・
宗
務
所
共
催　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
令
和
元
年
六
月
六
日　
富
谷
市
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
四
十
六
団
体
三
百
名
超
え
の
参
加

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
怪
我
な
ど
の
不
測
の
事
態
に
備
え

る
為
、
看
護
師
の
方
に
常
駐
い
た
だ
き
ま
し
た
が
活
躍

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
無
事
に
会
員
相
互
の
交
流
と
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
第
一
回
研
修
会

　
令
和
元
年
七
月
十
七
日　
岩
手
県
正
法
寺
専
門
僧
堂

　
僧
堂
修
行
の
実
践
に
立
ち
返
る
こ
と
を
目
的
に
、
嘗

て
第
三
の
本
山
と
さ
れ
た
歴
史
あ
る
道
場
に
赴
く
形
で

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
拝
登
諷
経
、
開
山
堂
焼
香
、

諸
堂
拝
観
、
僧
堂
内
外
単
で
の
坐
禅
、
さ
ら
に
は
盛
田

正
孝
堂
長
老
師
よ
り
「
弁
道
か
ら
布
教~

勤
求
菩
提
と
教

化
衆
生~

」
を
テ
ー
マ
に
法
話
を
い
た
だ
き
、
教
え
を
布

く
に
は
そ
れ
に
足
る
自
己
の
研
鑽
、
参
禅
弁
道
の
裏
付

け
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
学
び
得
た
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。

○
傾
聴
行
茶
活
動
「
仏
一
息
」
ほ
っ
と
ひ
と
い
き

　
令
和
元
年
八
月
四
日　
志
津
川
復
興
住
宅
中
央
団
地
集
会
所

　
※
今
号
活
動
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　
令
和
元
年
九
月
五
日　
東
松
島
市
大
塩
地
区
体
育
館

　
※
今
号
活
動
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
台
風
十
九
号
災
害　

　
令
和
元
年
十
月
十
二
日
に
上
陸
し
た
台
風
十
九
号
に

よ
り
甚
大
な
被
害
の
あ
っ
た
大
郷
町
を
中
心
に
土
砂
撤

去
作
業
、
瓦
礫
撤
去
作
業
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ま

た
、
丸
森
町
方
面
に
は
支
援
物
資
を
複
数
回
お
届
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
刻
も

早
い
回
復
を
願
い
な
が
ら
、
今
後
は
傾
聴
活
動
な
ど
継

続
的
に
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
第
二
回
研
修
会

　
令
和
元
年
十
一
月
十
一
日　
林
香
院

　
※
今
号
活
動
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
令
和
元
年
度　
宮
城
県
曹
洞
宗
青
年
会 

会
員
大
会

　
令
和
二
年
二
月
六
日　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
仙
台

　
会
員
大
会
は
例
年
、
三
部
構
成
で
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
は
第
一
部
と
し
て
、
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
が

制
作
し
た
映
画
「
典
座
」
を
上
映
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
第
二
部
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
第
三
部
懇
親
会
も

多
く
の
会
員
の
方
々
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
盛
会
と
な

り
ま
し
た
。
正
会
員
（
寺
院
）
と
特
別
会
員
（
企
業
）

と
い
う
違
い
は
あ
れ
ど
も
、
人
々
の
安
寧
を
願
い
行
動

す
る
も
の
同
士
「
一
味
同
心
」
に
会
し
、
行
動
を
共
に

で
き
る
機
会
が
あ
り
ま
す
こ
と
は
、
当
会
の
大
き
な
特

徴
で
あ
る
と
共
に
、
大
き
な
財
産
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

○
東
日
本
大
震
災　
石
巻
市
大
川
地
区
慰
霊
行
脚

　
令
和
二
年
三
月
十
一
日

　
東
日
本
大
震
災
後
、
毎
年
三
月
十
一
日
に
は
、
全
国

曹
洞
宗
青
年
会
や
他
県
青
年
会
の
随
喜
を
頂
戴
し
て
修

行
し
て
き
ま
し
た
慰
霊
行
脚
で
す
が
、
今
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
止
む
無
く
、

県
内
外
僧
侶
の
方
々
の
随
喜
を
ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
し

た
。
縮
小
し
て
の
行
脚
と
な
り
ま
し
た
こ
と
、
ご
了
承

願
い
ま
す
。

○
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

・
カ
ン
ボ
ジ
ア
フ
ェ
ア 

in 

藤
崎

　
　
令
和
元
年
十
一
月
十
二
、
十
三
日

・
カ
ン
ボ
ジ
ア
フ
ェ
ア 

in 

Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｖ
Ａ

　
　
令
和
元
年
十
一
月
十
八
日
、
十
九
日
、
二
十
日

・�

バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
ア
ン
プ
・
ル
ー
小
学
校
贈
呈
式

並
び
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

　
令
和
二
年
二
月
二
十
二
日
よ
り
、
バ
ン
コ
ク
経
由
に
て

カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
予
定
で
あ
り
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
世
界
で
拡
大
し
て
い

る
影
響
で
、
渡
航
中
止
の
判
断
を
い
た
し
ま
し
た
。
贈
呈

式
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
学
校
建

設
は
順
調
に
進
み
、
無
事
に
新
校
舎
が
建
設
さ
れ
た
と
Ｓ

Ｖ
Ａ
（
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
）
よ
り
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
供
た
ち
に
直
接
贈
呈

す
る
予
定
で
あ
っ
た
文
具
や
遊
具
は
現
地
Ｓ
Ｖ
Ａ
事
務
所

に
代
理
購
入
を
依
頼
し
お
渡
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
諸
行
事
へ
の
随
喜
・
下
準
備
な
ど
、
会

員
の
方
々
に
は
、
多
く
の
時
間
を
青
年
会
活
動
に
費
や
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
青
年
会
活
動
は
、
対
価
が
発

生
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
に
、
布
施
行
の
実
践
と

し
て
参
加
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
活
動
を
通
し
て
触
れ
合
う
方
々
へ
、
喜
び
や
安
心
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
当
会
の
目
的
で
あ
り
仏
道
で
は

な
か
ろ
う
か
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
不
安
定
な
世
の
情
勢

に
は
憂
え
る
こ
と
が
多
分
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
宮
曹

青
会
員
相
互
の
活
動
を
通
し
、
法
灯
を
掲
げ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
今
後
の
事
業
も
例

年
通
り
の
開
催
が
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
時
々
の
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
判
断
し
て
参
る

所
存
で
す
。

　
会
員
各
位
、
県
内
寺
院
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
と
ご

理
解
の
ほ
ど
、
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

合
掌



〈3〉無聖　80号

　昨年末より発生・流行が始まったとされる「新型コロナウイルス
（COVID-19）」の感染被害が、1月中・下旬頃より本格的に社会
への影響を及ぼす様相となってまいりました。
　日本でも1月下旬ごろから海外渡航等への影響、2月中旬頃から
は国内への感染流入に対する警戒措置が講じられ始める等といっ
た事態が進行し、室内での集会や大人数の集まる各種イベントの
開催自粛などが広がっております。
　当会活動においても、カンボジア現地にて行われる小学校贈呈
式の渡航・参加をやむなく見送りました。県内の感染状況に照らし
合わせ、会員大会こそ開催が適いましたが、その後日本国内の感染

予防の対応が進む中で、東日本大震災以来続けてまいりました慰
霊行脚は最小限度の形にて実施、第5回役員会・理事会は開催可
否を検討しインターネットを用いた確認・報告といった運営の実施な
ど、出来得る限りの対策を講じております。
　今後の流行による社会情勢への影響が予想のつかない中では
ありますが、今後の宮曹青の活動にも影響は必須の事と考えられま
す。会運営のご協力に際しまして諸々のご負担をおかけすることもあ
ろうかと思いますが、未曾有の事態に臨む事と鑑みご理解を頂きま
すようお願い申し上げます

新型コロナウイルス感染被害による影響について

　

震
災
か
ら
九
年
を
迎
え
る
三
月
十
一
日
、
本

来
な
ら
県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
随

喜
を
い
た
だ
い
て
慰
霊
行
脚
を
修
行
の
は
ず
で

あ
り
ま
し
た
が
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
健
康
・
安
全
を
最

優
先
に
考
慮
し
、
当
会
と
し
て
残
念
至
極
で
は

あ
り
ま
す
が
、
縮
小
し
て
の
実
施
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
十
二
教
区 

海
蔵
庵
住
職 

佐
竹
泰
生
老
師
、

同
教
区
理
事 

建
立
寺
住
職 

坂
本
顕
一
老
師
の
ご

協
力
の
も
と
若
干
名
で
の
慰
霊
行
脚
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
慰
霊
碑
の
前
に
手
を
合
わ

せ
る
方
々
の
姿
を
見
る
と
、
あ
ら
た
め
て
あ
の

日
起
き
た
東
日
本
大
震
災
の
惨む
ご

さ
、
悲
し
さ
、

辛
さ
を
私
た
ち
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

宮
城
県
の
宗
侶
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
被
災

地
の
方
々
に
心
を
寄
せ
て
活
動
を
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
意
を
強
く
し
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は
多
く
の
方
々

に
ご
随
喜
を
賜
り
、
慰
霊
行
脚
の
修
行
を
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
為
に
も
一
日
も

早
い
感
染
流
行
の
影
響
が
終
息
に
向
か
う
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
以
上
、
ご
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

事
務
局
長　
牧
野
隆
信

宮
城
県
曹
洞
宗
青
年
会

『
慰
霊
行
脚
』
報
告

◆
実
施
日
時
：
令
和
二
年
三
月
十
一
日
（
水
）

◆
場
　
　
所
：
石
巻
市
大
川
地
区

◆
行
脚
行
程
：
海
蔵
庵
本
院
様
～
龍
谷
院
様
～
釜
谷
霊
園
～
観
音
寺
様
～
旧
大
川
小
学
校



無聖　80号〈4〉

　
令
和
元
年
十
月
十
二
日
夜
、
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
た
台
風
第
十
九
号
（
令
和
二
年
二
月

十
九
日
、
気
象
庁
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
」
と
命
名
）
が
翌

十
三
日
正
午
頃
に
三
陸
沖
で
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
る
ま
で
日
本
列
島
を
縦
断
し
た
影
響
に

よ
る
大
雨
・
暴
風
は
、
県
内
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

◆

　
本
年
八
月
に
九
州
地
方
を
襲
っ
た
「
令
和
元
年
九
州
豪
雨
」
、
九
月
に
関
東
地
方
を
中

心
に
被
害
が
発
生
し
た
台
風
第
十
五
号
（
令
和
二
年
二
月
十
九
日
、
気
象
庁
の
定
め
る
基

準
に
よ
り
「
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
」
と
命
名
）
が
激
甚
災
害
が
指
定
と
さ
れ
ま
し
た

が
、
「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
」
は
「
激
甚
災
害
」
、
特
定
非
常
災
害
特
別
措
置
法
の

「
特
定
非
常
災
害
」
、
大
規
模
災
害
復
興
法
の
「
非
常
災
害
」
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

◆

　
宮
曹
青
で
は
各
地
の
被
害
情
報
の
確
認
と
情
報
共
有
を
行
う
た
め
に
、
十
四
日
夕
方
に

臨
時
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
設
定
さ
れ
た
「
災
害
対
策
お

よ
び
災
害
支
援
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
災
害
時
の
緊
急
対
応
に
つ
い
て
検
討
が

な
さ
れ
、
情
報
収
集
と
一
元
化
、
現
地
視
察
と
緊
急
支
援
物
資
受
け
入
れ
状
況
を
探
る
為

の
先
遣
視
察
の
派
遣
、
加
え
て
臨
時
の
災
害
対
応
体
制
の
構
築
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

◆

　
十
月
十
六
日
ま
で
の
緊
急
支
援
物
資
搬
入
・
現
地
視
察
の
結
果
、
吉
田
川
決
壊
箇
所
に

面
し
た
大
郷
町
糟
川
寺
様
に
て
の
本
堂
・
庫
裡
・
境
内
地
内
の
土
砂
・
が
れ
き
の
撤
去
作

業
が
可
能
と
判
断
さ
れ
、
翌
十
七
日
よ
り
被
災
支
援
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

令
和
元
年 

台
風
19
号
災
害

大郷町（糟川寺様）



〈5〉無聖　80号

丸森町（現地視察、支援物資運搬）



無聖　80号〈6〉

村田町（洞昌寺様）



月　日 事　　項 場　所 備　考

10月 13日 現地視察 丸森町方面 事務局長
14日 現地視察 大郷町方面 庶務1名
14日 臨時役員会（県内被害等確認） 仙台市　東禅院（第1教区）
14日 現地視察 柴田町方面 監事1名
15日 支援物資運搬・現地視察 丸森町　西圓寺（第6教区） 会長・事務局長
16日 支援物資運搬・現地視察 丸森町　瑞雲寺（第６教区） 副会長2名
16日 現地視察 大郷町　糟川寺（第7教区） 会長・事務局長
17日 本堂内・庫裡内・境内瓦礫撤去作業 　　　　　　仝 １７名参加
18日 本堂内・庫裡内・境内瓦礫撤去作業 　　　　　　仝 １５名参加
18日 支援物資運搬・現地視察 丸森町役場（支援物資集積所） 事務局長・３名参加
20日 本堂内・庫裡内・境内瓦礫撤去作業 大郷町　糟川寺（第7教区） １４名参加
21日 境内・墓地瓦礫撤去作業 　　　　　　仝 １７名参加
23日 境内・墓地瓦礫撤去作業 　　　　　　仝 １０名参加
24日 境内・墓地瓦礫撤去作業 　　　　　　仝 ３０名参加
25日 支援物資運搬 丸森町内集会所（3ヵ所）角田市（避難所） 事務局長・１０名参加
28日 境内・墓地瓦礫撤去作業 大郷町　糟川寺（第7教区） １９名参加

11月 4日 境内土砂撤去作業 村田町　洞昌寺（第５教区） １９名参加
15日 避難所視察・支援物資運搬 角田市ウェルパ―ク ４名参加

※　現地活動は役員・各委員会・申出を頂いた会員などにより行う。（役職等略）

宮城県曹洞宗青年会　災害支援活動タイムライン

〈7〉無聖　80号

　
「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
」
の
被
災
地
支
援
で
は
、
現
地
の
支
援
受

け
入
れ
状
況
に
つ
い
て
情
報
を
取
集
す
る
に
あ
た
っ
て
支
援
内
容
の
模

索
が
あ
り
ま
し
た
。
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
丸
森
町
・
角
田
市
で
の
支

援
物
資
搬
入
の
際
し
て
は
、
現
地
寺
院
様
の
ご
協
力
を
頂
き
山
村
各
地

域
の
集
落
避
難
所
へ
の
物
資
搬
入
を
行
い
ま
し
た
が
、
河
川
や
道
路
な

ど
の
至
る
所
で
自
衛
隊
の
重
機
が
作
業
し
、
緊
急
の
復
旧
作
業
が
進
め

ら
れ
、
各
自
治
体
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
所
に
向
け
た
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
気
象
状
況
よ
っ
て
は
災
害
の
拡
大
が
心

配
さ
れ
る
中
、
青
年
会
が
可
能
で
あ
ろ
う
手
作
業
な
ど
に
よ
る
災
害
復

旧
活
動
は
見
通
せ
な
い
状
況
が
し
ば
ら
く
続
き
ま
し
た
。

◆

　
大
郷
町
、
村
田
町
で
の
土
砂
な
ど
の
撤
去
作
業
や
、
支
援
物
資
の

搬
入
と
併
せ
た
現
地
状
況
の
視
察
が
行
わ
れ
、
災
害
発
生
時
点
で
の

緊
急
支
援
活
動
は
一
区
切
り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
の
支
援

活
動
に
つ
い
て
は
、
現
地
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
の
提
供
を
呼
び
か

け
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
段
階
を
迎
え
ま
し
た
。

◆

　
今
回
の
無
聖
発
行
の
準
備
を
進
め
る
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
流
行
へ
の
対
応
が
日
本
各
地
に
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
県
内
に
お

い
て
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
が
進
め
ら
れ
て
い
た
中
で
、
新

た
に
自
然
災
害
見
舞
わ
れ
た
地
域
の
復
旧
・
復
興
、
加
え
て
の
感
染

症
対
策
と
い
う
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
」

に
よ
っ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
の
心
情
は
察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す

が
、
地
元
の
青
年
会
と
し
て
支
援
で
き
る
活
動
を
続
け
復
興
の
一
助

を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
編
集
記
）

令和元年 台風19号災害



無聖　80号〈8〉

開 催 日 時
令和元年９月５日（木）
午後９時５０分整理券配布　午後１２時３０分開場
午後１時００分（販売開始）～午後２時００分（販売終了）

開 催 会 場 東松島市大塩地区体育館 （会場教区：第１１教区）

参 加 者

200名（前日準備含む延べ人数）
･9月30日（準備会）合計107名
　（内訳 ： 宮曹青会員７５名、会場・第１１教区（賛助会員・寺族会・婦人会）２１名、
　　　　  協力企業５名、大塩地区体育館事務所スタッフ６名）
･１０月１日（当日）合計９３名
　（宮曹青会員７２名、会場・第１１教区（賛助会員・寺族会）１６名、協力企業５名）

来 場 者 総 数 325名

販 売 商 品 数 4,514点

総 売 り 上 げ １,３８９,６００円 ※売上金は、全額サンタピアップみやぎボランティア会へ寄付

商 品 売 り 上 げ １，378，6００円

令和元年九州北部
豪雨災害会場募金 10,918円　※日本赤十字社へ寄付

サンタピ会場募金 ３0，434円

エ コ バ ック 売 上 11，000円

カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援

第
二
十
五
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
報
告

第
二
十
五
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
報
告

　
今
回
で
二
十
五
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
、
会
場
教
区
と
し
て
快
く
お
引
き
受
け
頂
き
ま
し

た
第
十
一
教
区
の
青
年
会
様
は
じ
め
、
賛
助
会
員
御
寺
院
様
、
寺
族
会

様
、
婦
人
会
様
、
協
力
団
体
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
無
事
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
地
元
教
区
の
皆
様
中
心
の
チ
ラ
シ
配

布
、
折
り
込
み
チ
ラ
シ
等
の
地
道
な
広
報
活
動
の
お
か
げ
で
、
当
日
は

三
百
人
を
超
え
る
方
に
来
場
し
て
頂
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
来
場
頂

き
商
品
を
完
売
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
の
お

か
げ
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
他
に
も
養
育
支
援
が
必
要
な
子
供
た
ち
の
援
助
を
行
っ
て
い
る
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
み
や
ぎ
子
ど
も
養
育
支
援
の
会
」
（
代
表
木
村
孝
禅
師
）
の

ブ
ー
ス
も
開
い
て
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
回
は
今
年
八
月
に
九
州
北

部
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
へ
の
募
金
活
動
も
呼
び
か
け
ま
し
た
。
お
預
か

り
し
ま
し
た
募
金
は
日
本
赤
十
字
社
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。
東
松
島
市

は
東
日
本
大
震
災
で
多
く
の
方
が
被
災
を
さ
れ
た
地
域
で
あ
り
、
こ
の

体
育
館
に
も
た
く
さ
ん
の
方
が
避
難
を
さ
れ
た
と
お
話
を
伺
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
今
回
来
場
い
た
だ

い
た
皆
様
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
教
育
支
援
、
そ
し
て
九
州
豪
雨
へ
の

支
援
に
ご
理
解
頂
き
、
商
品
の
購
入
、
募
金
等
頂
け
ま
し
た
こ
と
大
変

あ
り
が
た
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
期
の
宮
曹
青
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
一
味
同
心
」
の
思
い
の
も
と
、
バ

ザ
ー
に
向
け
て
皆
で
準
備
を
重
ね
、
来
場
頂
い
た
皆
様
の
為
、
ひ
い
て

は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
供
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
、
正
会
員
一
丸
と
な
っ
て

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
こ
の
経
験
を
今
後
の
活
動
へ
と

繋
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
い
ま
し

て
、
皆
さ
ま
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
長　
時　
泰
広
）



〈9〉無聖　80号

　

令
和
元
年
十
一
月
十
一
日
（
月
）
仙
台
市
林
香
院
様
を
会
場
に
、
北
海

道
正
覚
院
住
職
、
特
派
布
教
師
、
松
村
直
俊
老
師
を
講
師
に
お
迎
え
し
研

修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
正
会
員
五
十
名
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

演
題
を
「
等
身
大
の
法
話
～
自
分
の
こ
と
ば
で
話
す
、
語
る
、
伝
え
る

～
」
に
て
、
前
半
の
講
義
で
は
「
法
話
は
自
身
を
さ
ら
け
出
す
カ
ミ
ン

グ
ア
ウ
ト
」
と
の
持
論
を
述
べ
る
こ
と
に
始
ま
り
、
ご
自
身
で
お
勤
め

に
な
っ
た
一
般
檀
信
徒
に
向
け
た
成
道
会
の
ご
法
話
を
実
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
講
義
開
始
直
後
の
会
場
は
緊
張
感
で
静
ま
り
返
っ
て
い
ま
し

た
が
、
一
瞬
で
和
や
か
な
雰
囲
気
に
変
え
て
し
ま
う
老
師
の
お
人
柄
に
は

只
々
驚
か
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
終
始
笑
い
声
の
絶
え
な
い
異
例
の
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

講
義
の
後
半
で
は
、
通
夜
や
法
事
で
の
法
話
に
取
り
入
れ
る
べ
き
三
宝

印
や
四
摂
法
の
教
え
に
つ
い
て
も
ご
説
明
を
い
た
だ
き
、
熱
心
に
メ
モ
を

取
る
会
員
の
姿
も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
松
村
老
師
は
、
法
話
の
柱
と
な

る
の
は
自
身
が
納
得
す
る
教
え
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
法
を
咀
嚼
し
て

自
身
の
も
の
と
す
る
日
常
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
反
省
と
懺
悔
を

繰
り
返
す
こ
と
で
等
身
大
の
自
分
が
現
れ
る
こ
と
を
熱
心
に
説
か
れ
、
講

義
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

図
ら
ず
も
本
年
二
回
の
研
修
会
に
共
通
し
た
テ
ー
マ
は
「
布
教
者
の
日

常
底
こ
そ
が
法
話
の
根
本
で
あ
る
」
と
い
う
ご
教
示
で
あ
り
ま
し
た
。
本

年
度
の
研
修
会
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
布
教
活

動
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。（

研
修
委
員
長　
渡
邊　
桂
堂
）

令和元年度　第2回研修会　報告令和元年度　第2回研修会　報告

今回講師をお引き受けいただいた、
北海道正覚院住職　特派布教師

松村直俊老師様



無聖　80号〈10〉

　
傾
聴
行
茶
活
動
「
仏
一
息
」
を
志
津
川
復
興

住
宅
の
中
に
あ
る
中
央
団
地
集
会
所
に
て
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
曇
り
の
中
晴
れ
間
が
の
ぞ
き
、
気

温
が
三
十
二
度
で
は
あ
り
ま
し
た
が
と
て
も
過
ご

し
や
す
い
天
候
で
し
た
。
今
回
の
傾
聴
活
動
は
復

興
住
宅
側
か
ら
夏
祭
り
を
開
催
し
た
い
と
の
要
望

を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
東
京
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
の
方
々
と
一
緒
に
夏
祭
り
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
か
き

氷
、
東
京
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の

方
々
は
水
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
輪
投
げ
の
出
店
を
し

ま
し
た
。
教
化
指
導
員
の
演
劇
も
あ
り
、
来
場
し

た
復
興
住
宅
の
皆
様
は
楽
し
く
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
流
し
そ
う
め
ん
を

み
ん
な
で
行
い
、
婦
人
部
の
方
々
が
そ
う
め
ん

を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
み

ん
な
で
流
れ
て
き
た
そ
う
め
ん
を
お
な
か
一
杯

【
日
時
】
令
和
元
年
八
月
四
日
（
日
）
十
四
時
よ
り　
志
津
川
復
興
住
宅
中
央
団
地
集
会
所

◆
開
催
日
時
：
令
和
二
年
二
月
六
日
（
木
）　
◆
会
場
：
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
仙
台

◆
第
一
部
／
演
題
「
典
座
か
ら
学
ぶ
生
き
方
」
映
画
「
典
座
ーTEN

ZO

ー
」
上
映

　
　
　
　
　
講
師　
山
梨
県
耕
雲
院
副
住
職　
河
口
智
賢
師

◆
第
二
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会　
　
◆
第
三
部
／
懇
親
会

頂
戴
し
ま
し
た
。
食
後
に
は
子
供
た
ち
に
ス
イ

カ
割
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

帰
り
際
に
自
治
会
長
さ
ん
か
ら
『
私
達
は

色
々
な
地
域
か
ら
集
ま
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
為
に
色
々
考
え
な
が
ら
挑

戦
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
に

手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
』
と

お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
当
会
も
今
後
も
で

き
る
範
囲
の
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
引
き
続
き

手
助
け
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

［
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
長
／
時　
泰
広
］

◆
活
動
内
容
／�

演
劇
、
流
し
そ
う
め
ん
、
か
き

氷
、
水
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
な
ど　

◆
正
会
員
／�

七
名
、
教
化
指
導
員
八
名
、
東
京

大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
十
名

◆
来
場
者
／
七
十
名

　
第一部
で
は
、映
画「
典
座
ーTEN

ZO

ー
」を
鑑
賞
し
、

山
梨
県
耕
雲
院
副
住
職
河
口
智
賢
師
よ
り「
典
座
か
ら
学

ぶ
生
き
方
」と
題
し
、ご
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。禅
の
食
文

化
を
通
じ
、い
ま
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

と
は
何
だ
ろ
う
か
と
、あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内

容
で
し
た
。質
疑
応
答
の
際
、参
加
さ
れ
た
特
別
会
員
の

方
か
ら
東
日
本
大
震
災
当
時
、支
援
で
い
た
だ
い
た“

お
に

ぎ
り”

の
こ
と
を
思
い
出
し
、「
あ
ら
た
め
て
食
の
あ
り
が
た

み
、家
族
の
あ
り
が
た
み
を
再
確
認
し
た
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
た
。今
後
、も
し
自
分
が
逆
の
立
場
で
あ
れ
ば
同
じ
よ

う
に
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。」と
仰
っ
て
い
た
だ
く
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
も
大
変
示
唆

に
富
ん
だ
有
意
義
な
時
間
と
の
お
声
を
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

［
事
務
局
長
／
牧
野
隆
信
］

　
第
二
部 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、各
レ
ー
ン
正
会
員・特
別

会
員
の
枠
を
超
え
て
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
下
、珍
プ
レ
ー
好

プ
レ
ー
に
歓
声
が
沸
き
上
が
り
、終
始
和
気
藹
々
と
し
た

雰
囲
気
の
中
、怪
我
も
無
く
無
事
に
大
会
を
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
第
三
部 
懇
親
会・ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
表
彰
式
に
お
い
て

は
、第
二
部
か
ら
の
雰
囲
気
も
あ
り
会
員
相
互
の
親
睦
も

深
ま
り
盛
会
裏
に
終
え
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

［
交
流
事
業
委
員
長
／
笠
松
秀
俊
］

傾
聴
行
茶
活
動
「
仏
一
息
」

令
和
元
年
度
会
員
大
会
報
告

傾
聴
行
茶
活
動
「
仏
一
息
」

令
和
元
年
度
会
員
大
会
報
告



〈11〉無聖　80号

宮
曹
青
主
管　
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
活
動

サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

新
校
舎「
ア
ン
プ・ル
ー
小
学
校
」を
寄
贈

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
フ
ェ
アin

藤
崎
」開
催
報
告

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
フ
ェ
アinSELV

A

」開
催
報
告

「
ハ
ガ
キ
リ
サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」中
間
報
告

各
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
活
動　
（
ブ
ー
ス
設
置
）

　
こ
の
度
、
通
算
二
十
校
目
の
小
学
校
を
贈
呈
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
詳
細
は
後
日
発
行
致
し
ま
す
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
て
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

※
藤
崎
、
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｖ
Ａ
共
に
、
ご
来
場
の
方
に
は
ホ
シ
ヤ
マ
珈
琲
店
様
提

供
の
美
味
し
い
珈
琲
を
飲
み
な
が
ら
、
小
学
校
贈
呈
式
の
様
子
な
ど
の
映

像
も
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
一
年
間
で
皆
様
に
収
集
頂
い
た
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
と
切
手
の
集
計

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
全
国
の
御
支
援
者
様
よ
り
沢
山
の
ご
提
供
を
頂
き

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

各
会
場
に
て
活
動
紹
介
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
パ
ネ
ル
展
示
・
ク
ラ
フ
ト
販
売
・

募
金
活
動
な
ど
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

●
「
石
巻
・
金
蔵
寺　
寺
フ
ェ
ス
」

　
　
令
和
元
年
六
月
三
日　
　
於　
石
巻
市
金
蔵
寺

●
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
」

　
　
令
和
元
年
九
月
五
日　
　
於　
東
松
島
市
大
塩
市
民
セ
ン
タ
ー

●
「
宮
城
県
梅
花
流
奉
詠
大
会
」

　
　
令
和
元
年
十
月
三
日　
　
於　
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

●
「
食
べ
メ
ッ
セ
×
観
光
と
物
産
の
Ｐ
Ｒ
会
」

　
　
令
和
元
年
十
二
月
一
日 　
於 

東
松
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
中
止
の
お
知
ら
せ
】

　
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
ま
し
て
、
令
和
二

年
三
月
二
十
二
日
～
三
月
二
十
七
日
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
カ
ン
ボ

ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
健

康
と
安
全
確
保
の
為
、
何
卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

●
日
時
： 

令
和
元
年
十
一
月
十
二
日
～
十
三
日

●
会
場
： 

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
「
藤
崎
」

　
街
頭
ア
ー
ケ
ー
ド
内

●
来
場
者
：
約
四
〇
〇
名
以
上
（
二
日
間
延
べ
）

●
ス
タ
ッ
フ
：
三
十
六
名
（
二
日
間
延
べ
）

●
日
時
： 

令
和
元
年
十
一
月
十
八
日
～
二
十
日

●
会
場
： 

仙
台
市
泉
区
中
央
「SELVA

」
二
階

●
来
場
者
：
約
二
〇
〇
名
（
三
日
間
延
べ
）

●
ス
タ
ッ
フ
：
四
十
五
名
（
三
日
間
延
べ
）

「
令
和
元
年
度
支
援
内
容
」

一
棟
三
教
室
校
舎
・
祠
・
ト
イ
レ
・
貯
水
タ
ン
ク
・
文
具
・
備
品
等

「
集
計
結
果
」

書
き
損
じ
は
が
き
　
合
計
一
五
，
七
三
二
枚

切
手
　
額
面
換
算
　
合
計
一
六
五
，
二
六
七
円

ク
ラ
フ
ト
販
売
／
売
上
合
計
　
五
九
，
六
九
七
円
　

募
金
／
募
金
合
計
　
八
五
，
八
三
一
円

写
経
販
売
／
九
〇
〇
円

ハ
ガ
キ
提
供
／
四
〇
〇
枚

・
ク
ラ
フ
ト
販
売

　
売
上
合
計

　
四
九
，
七
〇
四
円
　

・
募
金

　
募
金
合
計

　
五
二
，
四
七
一
円

・
写
経
販
売

　
一
，
二
〇
〇
円

・
ハ
ガ
キ
提
供

　
二
七
〇
枚

●
日
時
： 

令
和
二
年
二
月
二
十
六
～
二
十
七
日

●
会
場
： 

サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
事
務
局

●
集
計
作
業
： 

参
加
二
十
六
名
（
二
日
間
延
べ
）　

　
皆
様
か
ら
お
寄
せ
頂
い
た
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
や
切
手
は
、
新
し
い
ハ
ガ

キ
や
切
手
に
変
え
て　
県
内
御
寺
院
様
や
団
体
企
業
様
に
ご
購
入
頂
き
、

そ
の
売
り
上
げ
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
支
援
費
と
し
て
活
用
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

一
枚
の
ハ
ガ
キ
や
切
手
が
支
え
ま
す

■
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
の
送
り
先

　
〒
９
８
４
‐
０
０
５
１　

　
仙
台
市
若
林
区
新
寺
２
ー
２
ー
11
（
新
寺
２
１
１
ビ
ル
１
階
）

　
仙
台
新
寺
郵
便
局
留
「
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
」
宛

■
支
援
金
の
送
り
先

　
郵
便
振
替
口
座

　
　
名
義　
　
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

　
　
口
座
番
号　
０
２
２
９
０
―
６
―
４
８
７
４
４

■
サ
ン
タ
ピ
ア
ッ
プ
事
務
局

　
〒
９
８
４
‐
０
０
５
１　

　
仙
台
市
若
林
区
新
寺
３
ー
７
ー
１　
光
寿
院
内

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
０
（
３
１
４
４
）
３
０
２
０
（
専
用
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
２
２
（
２
９
２
）
１
２
７
７

　
Ｅ-m

ail

：info@
santapi.com

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w

.santapi.com
/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局
長　
　
阿
部　
真
龍　

【
オ
リ
ジ
ナ
ル
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
２
０
販
売
報
告
】

今
年
度
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
・
販
売
致
し
ま
し
た
。

お
陰
様
で
た
く
さ
ん
の
ご
注
文
を
頂
き
、
各
事
業
収
益
と
共
に
教
育

支
援
費
と
し
て
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
カ
レ
ン
ダ
ー 

制
作
販
売
数
」

　
　
　
　
　
二
，
九
三
九
部　

(

一
部　
三
〇
〇
円)

　
　
　
　
　
売
上
合
計　
八
八
一
，
七
〇
〇
円



無聖　80号〈12〉

　
年
号
が
令
和
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
が
、
日
本
各
地
で
の
自
然
災
害
が
続

き
ま
し
た
。

　
秋
の
台
風
災
害
、
加
え
て
年
が
明
け
て
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

流
行
の
影
響
が
本
格
化
す
る
と
い
っ
た
次
々
と
起
き
る
諸
問
題
に
対
し
、

青
年
会
の
活
動
も
検
討
を
重
ね
る
中
、
活
動
の
周
知
を
無
聖
・
Ｈ
Ｐ
に
て

お
伝
え
す
る
努
力
も
同
じ
く
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
広
報
編
集
委
員
長　
松
山
宏
成
）
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表紙写真 台風被害復旧作業の様子
（糟川寺様）

編
集
後
記

　
令
和
元
年
十
月
二
十
二
日
（
火
・
祝
）
福
島
県
福
島
市 

テ
ル
サ
福
島
に
お
い
て
第
四
十
四
回
東
北
地
区
曹
洞
宗
青

年
会
東
北
地
方
集
会 

福
島
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
「
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
次
の

通
り
の
内
容
に
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
台
風
被
害
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
中
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
当
会
か
ら
も
会
員
が
参
加
し
、
無
事

円
成
と
な
り
ま
し
た
。

第
一
部
：
講
演
会
／
水
谷 

修
氏
（
夜
回
り
先
生
）

第
二
部
：�

ラ
イ
ブ
講
演
／
竹
原
ピ
ス
ト
ル
、
ａ
ｖ
ｅ
、

チ
ェ
リ
ー
ボ
ー
イ
ズ
に
よ
る

■   

宮
曹
青

◎
令
和
二
年
度
　
定
例
総
会

　
　
日
時
：
令
和
二
年
四
月
二
十
一
日
（
火
）

　
　
場
所
：
仙
台
市　
東
禅
院 

（
宮
曹
青
・
宗
務
所
共
催
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
令
和
二
年
六

月
二
日
（
火
）
、
仙
台
市
海
岸
公
園
野
球
場
を
検
討
）

第
四
十
四
回

東
北
地
区
曹
洞
宗
青
年
会
東
北
地
方
集
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島
大
会

令
和
元
年
度
正
会
員
卒
業
の
方
々

六

教

区　
　
自
照
院　
徒
弟　
錦　
織　
誠　
道

六

教

区　
　
常
照
寺　
副
住　
石　
川　
素　
宏

六

教

区　
　
喜
松
院　
副
住　
村　
上　
尚　
幸

七

教

区　
　
當
寿
院　
住
職　
秋　
山　
正　
明

八

教

区　
　
皆
傳
寺　
徒
弟　
天　
野　
宏　
心

十
一
教
区　
　
澗
洞
院　
住
職　
二
階
堂　
法　
淳

十
二
教
区　
　
江
林
寺　
住
職　
武　
山　
悟　
峯

十
三
教
区　
　
法
山
寺　
副
住　
北　
村　
暁　
秀

十
四
教
区　
　
大
龍
寺　
住
職　
千　
田　
道　
明

十
六
教
区　
　
清
凉
院　
副
住　
三　
浦　
賢　
道

十
八
教
区　
　
洞
松
院　
住
職　
小　
柳　
智　
海

二
十
一
教
区　
　
東
泉
寺　
住
職　
眞　
山　
隆　
宏　

令
和
元
年
度
正
会
員
卒
業
の
方
々

※ 
無
聖
七
十
九
号
（
前
号
）
に
て
、
ご
卒
業
さ
れ
た
会
員
の
方
の
ご
報
告
に
誤

り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
訂
正

を
致
し
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

■   

全
国
曹
洞
宗
青
年
会

◎
定
期
総
会

　
　
日
時
：
令
和
二
年
五
月
二
十
日
（
水
）

　
　
場
所
：
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

■   

全
日
本
仏
教
青
年
会

◎
仏
法
興
隆
花
ま
つ
り
千
僧
大
般
若
転
読
法
要

　
　
日
時
：
五
月
二
十
六
日
（
火
）

　
　
場
所
：
奈
良
県　
東
大
寺

※
こ
れ
ら
の
行
持
は
、
昨
今
の
事
情
に
よ
り
変
更
あ
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。


